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地
域
未
来
戦
略
や
地
方
創

生
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
地

方
の
意
見
を
反
映
し
、関
係
予

算
の
十
分
な
確
保
を
求
め
た
。

「
地
方
拠
点
強
化
税
制
」

に
つ
い
て
は
、
本
社
機
能
の

地
方
分
散
を
促
す
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
制
度
の

拡
充
を
求
め
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

全
国
一
律
の
医
療
費
助
成
制

度
の
創
設
な
ど
、
地
域
間
格

差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
観
点
を
踏
ま
え
た
検
討

と
、
そ
の
場
合
地
方
に
財
政

負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
求
め
た
。

国と地方の協議の場令和7年度第3回

国と地方の協議の場（令和7年度第3回）の会合の様子（出典：首相官邸HP）

令
和
７
年
度
第
３
回
国
と

地
方
の
協
議
の
場
が
12
月
16

日
、首
相
官
邸
で
開
か
れ
、令

和
８
年
度
政
府
予
算
編
成
及

び
地
方
財
政
対
策
等
に
つ
い

て
地
方
六
団
体
代
表
と
高
市

早
苗
首
相
は
じ
め
関
係
閣
僚

が
協
議
し
た
。

冒
頭
、高
市
首
相
の
挨
拶
に

続
き
、地
方
六
団
体
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
阿
部
守
一

全
国
知
事
会
会
長（
長
野
県
知

事
）
は
、地
方
一
般
財
源
総
額

の
増
額
確
保
や
ガ
ソ
リ
ン
の

暫
定
税
率
廃
止
等
に
伴
う
代

替
恒
久
財
源
の
確
保
、地
域
未

来
交
付
金
の
十
分
な
確
保
や

地
方
議
会
議
員
の
処
遇
改
善

等
に
つ
い
て
求
め
た
。

本
会
か
ら
は
丸
子
善
弘
会

長
（
山
形
市
議
会
議
長
）
が

出
席
し
て
要
望
・
意
見
交
換

を
行
っ
た
（
会
長
発
言
要
旨

は
左
掲
）。

丸
子
会
長
は
会
議
の
冒
頭

発
言
に
て
、
▽
令
和
８
年
度

地
方
税
財
政
対
策
等
▽
地
方

創
生
―
に
つ
い
て
の
２
点
に

関
し
て
意
見
を
述
べ
た
。
ま

た
、意
見
交
換
に
お
い
て
、▽

熊
対
策
▽
厚
生
年
金
へ
の
地

方
議
員
の
加
入
▽
医
療
機
関

へ
の
支
援
―
に
つ
い
て
発
言

を
行
っ
た
。

人
件
費
増
加
や
物
価
高
を

踏
ま
え
た
一
般
財
源
の
増
額

確
保
を
求
め
た
。

補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
必
要
な
事
業
が
速

や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
の
支
援
を
求
め
た
。

令
和
８
年
度

地
方
税
財
政
対
策
等

熊
対
策

地
方
の
声
を
十
分
に
反
映

し
た
実
効
性
の
あ
る
駆
除
体

制
の
構
築
を
求
め
た
。

厚
生
年
金
の
適
用
対
象
が

大
幅
に
拡
大
さ
れ
、
職
業
と

し
て
地
方
議
員
を
選
択
し
た

場
合
、
年
金
面
で
不
利
に

な
っ
て
し
ま
う
現
状
を
伝

え
、
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入
実
現
を
求
め

た
。２

年
に
一
度
の
診
療
報
酬

の
改
定
時
期
を
待
た
ず
に
、

経
営
の
改
善
、
従
業
者
の
処

遇
改
善
に
つ
な
が
る
仕
組
み

の
構
築
を
求
め
た
。

■ ■ ■ 

地
方
創
生

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
員
の
加
入

■ ■ ■ 

医
療
機
関
へ
の
支
援

■ ■ ■ 

一 般 財 源 総 額 確 保
厚 生 年 金 へ の 地 方 議 員 加 入 高 市 首 相らへ 要 望

丸
子
会
長
発
言
要
旨

丸
子
会
長
発
言
要
旨
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本
会
は
、
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
、
そ
の
充
実
確
保
と

と
も
に
政
策
的
な
税
額
控
除

を
導
入
し
な
い
こ
と
及
び
応

益
課
税
の
観
点
か
ら
広
く
住

民
が
負
担
を
分
か
ち
合
う
仕

組
み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

制
度
の
あ
り
方
の
検
討
を
要

望
し
て
き
た
。

特
に
、
い
わ
ゆ
る
「
年
収

の
壁
」
の
更
な
る
見
直
し
を

行
う
場
合
、
地
方
交
付
税
原

資
の
減
少
分
も
含
め
、
代
替

と
な
る
恒
久
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

税
制
改
正
大
綱
に
よ
る
と
、

個
人
住
民
税
の
給
与
所
得
控

除
の
最
低
保
証
額
が
74
万
円

（
現
行：65
万
円
）
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
（
う
ち
５
万
円
は

２
年
間
の
時
限
措
置
）（
令

和
９
年
度
分
の
個
人
住
民
税

か
ら
適
用
）。

総
務
省
は
、
個
人
住
民
税

の
非
課
税
限
度
額
や
基
礎
控

除
等
に
つ
い
て
は
、「
地
域

社
会
の
会
費
」
的
な
性
格
を

踏
ま
え
、
所
得
税
の
諸
控
除

の
見
直
し
の
ほ
か
、
地
方
税

財
源
へ
の
影
響
や
税
務
手
続

の
簡
素
化
の
観
点
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
地
方
公
共
団

体
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、

必
要
な
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

本
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ガ

ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」
廃
止

に
つ
い
て
、
安
定
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
財
政

運
営
を
担
う
地
方
へ
の
影
響

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

暫
定
税
率
廃
止
等

を
十
分
考
慮
し
、
地
方
の
減

収
に
対
し
て
代
替
と
な
る
恒

久
財
源
を
措
置
す
る
な
ど

国
・
地
方
を
通
し
た
安
定
的

個
人
住
民
税

「
年
収
の
壁
」
引
き
上
げ

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
て
き
た
。

税
制
改
正
大
綱
に
よ
る

と
、
揮
発
油
税
、
地
方
揮
発

油
税
及
び
軽
油
引
取
税
の

「
当
分
の
間
税
率
」
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
４
月
１
日
に

廃
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
廃
止

に
係
る
安
定
財
源
確
保
が
完

成
す
る
ま
で
の
間
、
地
方
の

財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
地
方
財
政
措
置
に

お
い
て
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
自
動
車
関
係

諸
税
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、

電
動
車
の
比
率
が
大
き
く
な

る
中
、原
因
者
負
担・受
益
者

負
担
の
原
則
を
踏
ま
え
て
税

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

検
討
し
、
地
方
の
財
政
需
要

に
対
応
し
た
税
財
源
を
安
定

的
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

税
制
改
正
大
綱
に
よ
る
と
、

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

環
境
性
能
割
が
令
和
７
年
度

末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
地
方
税
の
減

収
分
に
つ
い
て
は
、
安
定
財

源
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体

的
な
方
策
を
検
討
し
、
そ
れ

ま
で
の
間
、
国
の
責
任
で
手

当
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

電
気
自
動
車
へ
の
課
税
に

つ
い
て
は
、
電
気
自
動
車
の

乗
用
車
に
対
し
て
「
車
両
重

量
」
に
応
じ
た
課
税
方
式
を

導
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

な
お
、
具
体
的
な
税
率
等

は
、
令
和
９
年
度
税
制
改
正

で
結
論
を
得
た
上
で
、
令
和

10
年
度
以
降
の
新
車
か
ら
導

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

自
民
、
維
新
両
党
は
12
月
19
日
、
令
和
８
年
度
税
制
改
正

大
綱
を
取
り
ま
と
め
た
。
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、
給
与
所

得
控
除
の
最
低
保
証
額
が
74
万
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た（
う

ち
５
万
円
は
２
年
間
の
時
限
措
置
）。い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン

の
暫
定
税
率
」
及
び
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
が
廃
止
さ
れ
、
減
収
分
は
安
定
財
源
確
保
ま
で
の
間
、
国

の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

自
動
車
関
係
諸
税

個人住民税について、「地域社会の会費」的な性
格を踏まえ、所得税の諸控除の見直しのほか、地
方税財源への影響や税務手続の簡素化の観点等
を総合的に勘案し、次の措置を講ずる。

資料：総務省 「令和8年度地方税制改正（案）について」 より

 「年収の壁」引上げに伴う個人住民税の対応

○給与所得控除の最低保障額引上げ	
（65 → 74万円）（うち５万円は２年間の時限措置）

○ひとり親控除の控除額引上げ	
（30 → 32万円）

自
由
民
主
党
総
務
部
会
関

係
・
消
防
議
員
連
盟
合
同
会

議
が
12
月
19
日
に
同
党
本
部

で
開
催
さ
れ
、
池
田
和
幸
副

会
長
（
長
岡
市
議
会
議
長
）、

齊
藤
慶
吾
本
会
基
地
協
議
会

副
会
長
（
綾
瀬
市
議
会
議

長
）
が
出
席
し
た
。

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て

阿
部
守
一
全
国
知
事
会
会
長

（
長
野
県
知
事
）は
、
令
和

8
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増

加
に
加
え
、
物
価
高
や
民
間

の
賃
上
げ
等
が
進
む
中
、
都

道
府
県
・
市
町
村
が
必
要
な

施
策
を
着
実
に
推
進
で
き
る

池田副会長
（長岡市議長）

齊藤基地協副会長
（綾瀬市議長）

よ
う
、
地
方
一
般
財
源
総
額

を
確
実
に
増
額
確
保
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
ガ

ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
や

所
得
税
の
基
礎
控
除
等
の
更

な
る
引
上
げ
等
に
伴
う
地
方

の
減
収
に
対
し
て
、
代
替
の

恒
久
財
源
を
確
保
す
る
よ
う

求
め
た
。

ま
た
、
基
地
関
係
団
体
を

代
表
し
て
宮
島
大
典
全
国
基

地
協
議
会
副
会
長
（
佐
世
保

市
長
）
か
ら
基
地
交
付
金
及

び
調
整
交
付
金
の
両
交
付
金

に
つ
い
て
要
求
額
の
満
額
を

確
保
す
る
よ
う
求
め
た
。

一
般
財
源
総
額  

増
額
確
保
求
め
る

自
民
党

自
民
党

合
同
会
議

合
同
会
議

総
務
部
会
関
係

総
務
部
会
関
係

消
防
議
員
連
盟

消
防
議
員
連
盟

暫
定
税
率
・
環
境
性
能
割 

廃
止

令
和
８
年
度
税
制
改
正
大
綱
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豊橋市の概要
岐阜県

静岡県

長野県

名古屋市

三
重
県

遠州灘

三河湾
浜
名
湖

伊
勢
湾

愛知県
豊橋市

防
災
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た

災
害
対
応

豊
橋
市
は
愛
知
県
東
部
に

位
置
し
、
市
内
に
は
、
遠
州

灘
と
三
河
湾
の
２
つ
の
海
域

と
複
数
の
一
級
河
川
が
あ

り
、
洪
水
や
高
潮
な
ど
水
害

リ
ス
ク
が
高
い
地
域
。

江
戸
時
代

に
は
城
下
町

を
守
る
た
め
、

「
霞か

す
み
て
い堤

」
が
整
備
さ
れ
、
洪

水
対
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。

霞
堤
は
河
川
の
洪
水
時
に
水

を
一
時
的
に
貯
留
し
、
氾
濫

を
防
ぐ
遊
水
地
の
仕
組
み
で
、

現
在
、
河
川
に
４
つ
の
霞
提

が
存
在
し
て
い
る
。
近
代
で

は
国
土
交
通
省
に
よ
る
河
川

改
修
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

豊
橋
市
の
主
な
ハ
ザ
ー
ド

は
、
豪
雨
に
よ
る
洪
水
と
台

風
に
よ
る
高
潮
で
あ
る
。

高
潮
は
台
風
や
低
気
圧
に

よ
る
巻
き
上
げ
効
果
で
水
位

が
上
昇
し
、
じ
わ
じ
わ
と
浸

水
が
進
行
す
る
。
数
年
前

の
高
潮
被
害
で
は
、
漁
港
・

漁
場
セ
ン
タ
ー
で
水
揚
げ
作

業
中
の
コ
ン
テ
ナ
類
が
流
出

し
、
破
損
す
る
事
例
が
発
生

し
た
。

ま
た
、
南
部
海
岸
部
や
東

部
の
山
間
部
で
は
土
砂
災
害

の
リ
ス
ク
が
高
く
、
土
砂
災

害
（
特
別
）
警
戒
区
域
が
存

在
。
近
年
は
線
状
降
水
帯
の

影
響
に
よ
り
、
海
岸
部
で
土

砂
災
害
に
よ
る
倒
木
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。

令
和
7
年
度
「
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」（
委
員
長
＝
永
山
宏

恵
い
わ
き
市
議
会
議
長
）
は

11
月
18
日
、
愛
知
県
豊
橋
市

（
副
委
員
長
市
）
で
同
市
の

防
災
へ
の
取
組
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
同
市
防
災
危
機

管
理
課
の
河
合
優
課
長
か
ら

「
防
災
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
災

害
対
応
」
に
つ
い
て
話
を
聴

き
、
庁
舎
屋
上
で
ド
ロ
ー
ン

の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
及
び
同
市

災
害
対
策
本
部
室
で
災
害
発

災
時
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
演
習
に
参
加
し
た
。

開
催
市
あ
い
さ
つ
で
小
原

昌
子
副
委
員
長
（
豊
橋
市
議

会
議
長
）
は
来
訪
さ
れ
た
委

員
に
歓
迎
の
意
を
述
べ
る
と

と
も
に
、「
住
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
各
自

治
体
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
様
々
な
防

災
・
減
災
対
策
の
よ
り
一
層

の
推
進
が
急
務
。
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
等
、
大
規
模
災

害
の
発
生
に
対
し
て
、
豊
橋

市
は
こ
れ
ま
で
防
災
・
減
災

対
策
に
関
す
る
様
々
な
取
組

を
進
め
て
お
り
、
近
年
は
防

災
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
通
じ
て
災

害
対
応
の
迅
速
化
、
高
度
化

を
図
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

長
坂
尚
登
豊
橋
市
長
は
、今

年
7
月
30
日
の
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
地

震
の
際
、
豊
橋
市
の
沿
岸
部

で
避
難
指
示
が
発
出
さ
れ
た

時
を
振
り
返
り
、「
本
市
の
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
海
岸
の
偵
察・

監
視
に
よ
り
、海
岸
に
い
た
方

の
避
難
誘
導
に
も
繋
が
り
、ド

ロ
ー
ン
の
有
効
性
を
認
識
し

た
」
と
述
べ
、
災
害
時
に
ド

ロ
ー
ン
を
有
効
的
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
平
時
に
お
け

る
市
内
や
エ
リ
ア
の
地
形
の

状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

に
よ
り
、
平
時
と
災
害
時
に

お
け
る
違
い
を
素
早
く
見
つ

け
る
こ
と
に
も
繋
が
る
た
め
、

平
時
か
ら
の
運
用
が
重
要
と

強
調
し
た
。

永
山
委
員
長
は
豊
橋
市
で

の
現
地
調
査
の
受
け
入
れ
に

感
謝
の
意
を
表
し
、「
豊
橋
市

に
お
け
る
取
組
事
例
を
お
伺

い
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

小原副委員長
（豊橋市議長）

長坂豊橋市長

永山委員長
（いわき市議長）

河合豊橋市防災
危機管理課長

堤防のある区間
に開口部を設け、
上流側の堤防と
下流側の堤防が、
二重になるよう
にした不連続な
堤防のことです。
洪水時には開口
部から水が逆流
して堤内地に湛
水し、下流に流
れる洪水の流量
を減少させます。
洪水が終わると、
堤内地に湛水し
た水を排水します。急流河川の治水方策
としては、非常に合理的な機能と言われ
ています。
（出典：国土交通省 国土技術制作研究所 ）

通常時

洪水時

洪水後

霞堤（かすみてい）

温暖な気候、豊かな自然に恵まれ、
東は静岡県境、西は三河湾、南は太平
洋に面する港湾都市。江戸時代の吉田
城の城下町として発展し、東海道の宿
場町（33番目二川宿、34番目吉田宿）
として歴史を重ねてきた。愛知県東部、
東三河の中心都市として発展し、明治
39年に市制を施行。令和８年（2026年）
に120周年を迎える。
市の西側には三河港があり、輸入自動
車の取扱量（台数・金額）は、32年連続
全国第１位を誇り、市の南部には広大な
農地が広がり、農業生産高も全国有数で、
農業、工業、商業の全てにおいて全国トッ
プクラスの水準を誇る。
市内には全国でも珍しい路面電車が走っ
ており、市民からは「市電（しでん）」の
愛称で親しまれている。伝統行事「鬼祭」
や手筒花火が有名。特産品は次郎柿、う
ずら卵、大葉、メロンなど。
人口363,853人（R7.11.1現在）、面
積262.05㎢。

洪
水・高
潮・土
砂
崩
れ・竜
巻

豊
橋
市
の
災
害
ハ
ザ
ー
ド

豊橋市豊橋市
現地調査

大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

https://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/yougo/words/008/html/008_main.html
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さ
ら
に
、
豊
橋
市
周
辺
で

は
竜
巻
な
ど
の
突
風
が
過
去

に
度
々
発
生
し
て
お
り
、
平

成
11
年
に
は
、
国
内
観
測
史

上
最
大
級
の
竜
巻
が
発
生

し
、
平
成
29
年
に
も
強
風
被

害
が
確
認
さ
れ
、
風
速
は
毎

秒
約
39
～
45
㍍
に
達
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

豊
橋
市
に
お
け
る
災
害
対

策
本
部
の
設
置
回
数
は
、
年

間
平
均
６・７
回
と
、
愛
知

県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
被
害
予
測
で
は
震
度

６
強
～
７
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
２
つ
の
海
域
に
面
す

る
豊
橋
市
の
地
理
的
条
件
か

ら
複
合
災
害
へ
の
備
え
が
必

要
と
の
認
識
の
下
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
防
災
対
策
を

検
討
し
て
き
た
。

平
成
27
年
９

月
、
関
東・東
北

豪
雨
に
よ
る
鬼

怒
川
の
堤
防
決

壊
で
洪
水
災
害

が
発
生
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し

て
支
援
活
動
に

参
加
し
た
防
災

危
機
管
理
課
の

職
員
が
、
広
域

的
な
被
災
状
況

を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
す

る
に
は
、上
空
か
ら
の
確
認
が

効
果
的
と
認
識
。こ
の
経
験
か

ら
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
が
検
討

さ
れ
、
平
成
29
年
７
月
６
日

に
豊
橋
市
ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊

「
Ｒ
Ｅ
Ｄ　
Ｇ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

（
＝
レ
ッ
ド
ゴ
ブ
リ
ン
ズ
）」

が
発
足
し
た 

。

同
飛
行
隊
は
現
在
、
防
災

危
機
管
理
課
で
本
部
を
設

置
。
隊
員
は
防
災
危
機
管
理
、

総
務
、
消
防
、
建
設
、
財
務
、

将
来
的
に
災
害
が
発
生
す

れ
ば
、
同
飛
行
隊
は
初
動
期

に
迅
速
な
情
報
収
集
を
行
う

こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
市
民

か
ら
の
通
報
や
職
員
の
現
場

確
認
情
報
を
も
と
に
、
被
害

地
域
へ
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば

し
、
映
像
に
よ
る
正
確
な
状

環
境
な
ど
様
々
な
部
局
に
所

属
す
る
職
員
か
ら
組
織
さ
れ
、

33
名
の
隊
員
が
在
籍
。
▽
沿

岸
部
被
害
調
査
班
▽
山
間
部

被
害
調
査
班
▽
市
街
地
被
害

調
査
班
―
の
3
班
の
組
織
体

制
で
、
災
害
発
生
時
に
は
津

波
災
害
、
土
砂
災
害
、
市
街

地
被
害
等
を
調
査
す
る
体
制

を
整
え
て
お
り
、
危
機
管
理

課
に
よ
り
継
続
的
に
訓
練
を

実
施
し
、
操
縦
技
術
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。（
右
図
）。

平成１１年９月、国内観測史上最大級
の竜巻が発生（写真：説明資料から）

大
規
模
災
害初期

の
活
動

豊橋市ドローン飛行隊「RED GOBLINS」
（写真：説明資料から）

豊
橋
市

防
災・減
災
の
取
組

Matrice30 Thermal
R5年度導入

Mavic2 Enterprise Advance
R3年度導入

Matrice210 V2
R元年度導入

Mavic３
R5年度導入

況
把
握
を
実
施
し
、
目
視
や

口
コ
ミ
で
は
不
十
分
な
情
報

を
補
足
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
映
像
は
、

自
衛
隊
や
消
防
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
空
撮
映
像
よ
り

鮮
明
で
、
災
害
現
場
の
状
況

判
断
に
有
効
な
情
報
源
と
な

る
。
高
精
度
な
映
像
は
被
害

状
況
の
把
握
を
迅
速
化
し
、

保有する機体

訓練の概要･･･････南海トラフ地震等の大規模災害の発
生から概ね72 時間が経過した「応急対応期」における
災害関連死の防止につなげることを目的として「令和７年
度豊橋市総合防災訓練」を実施しました。
訓練内容 ･･････災害用トイレ運用訓練、特設公衆電
話取扱訓練、簡易ベッド等設置訓練、自衛隊炊事支援
統制訓練、災害時の口腔ケア指導、避難所の安全対策
指導、車中泊避難支援訓練、朝食統制訓練
避難生活で特に重要な「T（トイレ）・K（キッチン）・B（ベッ
ド）」を運用する１泊２日の避難所運営訓練を実施し、地
域防災力の向上を図りました。
訓練の成果･･･････１泊２日の宿泊訓練を通じて、従来の
防災訓練から一歩踏み込んだ実践的な内容を実施できま
した。簡易トイレを用いて排泄物を凝固剤で処理する「災
害用トイレ運用訓練」では、訓練を通じて自信をつけられ
たのと同時に、夜間のトイレ運用などの課題も明らかにな
りました。「簡易ベッド等設置訓練」では、簡易ベッドの
有効性や避難所の衛生環境のポイントについて学び、避
難生活における健康二次被害を防止するための知識を身
につけることができました。

令和７年度豊橋市総合防災訓練 （防災危機管理課HPより）
豊
橋
市
で
は
、
来
た
る
災

害
へ
の
備
え
と
し
て
、国
、自

治
体
、
個
人
レ
ベ
ル
で
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
様
々

な
対
策
を
進
め
て
い
る
。豊橋市総合防災訓練（R7.11.8～9）の様子 

（写真：豊橋市防災危機管理課HPより ）

防
災
・
減
災
の
取
組
で

は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
に
加
え
、
防
災
啓
発
や
市

内
52
校
区
で
の
防
災
訓
練
活

動
を
継
続
し
て
実
施
す
る
な

ど
、
独
自
の
取
組
を
進
め
て

い
る
。

近
年
、「
命
を
守
る
」
に

加
え
て
「
命
を
つ
な
ぐ
」
と

の
考
え
の
下
、
訓
練
の
質
を

転
換
。
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
を
市
民
参
加
型
で
実
施

す
る
な
ど
、
災
害
関
連
死
の

防
止
を
目
指
し
た
実
践
的
な

防
災
活
動
を
強
化
し
て
い
る

（
左
掲
・
令
和
７
年
度
豊
橋

市
総
合
防
災
訓
練
よ
り 

 

）。

（写真：説明資料から）

（図：説明資料から）

https://www.city.toyohashi.lg.jp/32626.htm
https://www.city.toyohashi.lg.jp/5272.htm
https://www.city.toyohashi.lg.jp/63704.htm
https://www.city.toyohashi.lg.jp/63704.htm
https://www.city.toyohashi.lg.jp/63704.htm
https://www.city.toyohashi.lg.jp/63704.htm
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ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊

運
用
上
の
課
題

初
動
対
応
の
質
を
向
上
さ
せ

る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
単
独

で
対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、

県
や
国
へ
の
支
援
要
請
が
不

可
欠
な
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
鮮
明
な
映
像
を
迅
速
に

撮
影
し
、
送
信
。
災
害
対
策

本
部
や
関
係
機
関
と
被
災
状

況
の
共
有
化
を
図
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
映

像
は
、
災
害
時
の
初
動
対
応

の
み
な
ら
ず
、
応
急
復
旧
や

復
興
活
動
の
判
断
材
料
と
し

て
活
用
。
空
か
ら
安
全
を
守

る
ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊
「
Ｒ
Ｅ

Ｄ 

Ｇ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
」
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

迅速な判断を行うためドローンの映像を災害対策本部に配信する

各地の被災状況を短い動画で職員・他自治体に共有

災害対策本部
地震

風水害

リアルタイム映像

短編映像

災害時におけるドローンによる情報収集

豊
橋
市
西
部
地
域
は
液
状

化
や
津
波
浸
水
が
予
測
さ

れ
、
災
害
現
場
へ
近
づ
け
な

説
明
の
聴
取
後
、

豊
橋
市
ド
ロ
ー
ン
飛

行
隊
の
隊
員
に
よ
る

ド
ロ
ー
ン
飛
行
の
実

演
が
行
わ
れ
た
。

実
演
で
は
災
害
対

策
本
部
室
か
ら
の
指

示
の
も
と
、
庁
舎
屋
上
で
隊

員
が
牛
川
霞
堤
周
辺
、
豊
橋

駅
（
庁
舎
か
ら
直
線
距
離
約

（説明資料をもとに本会で編集）

水難事故
救助事案

（Ｒ5.9.14）

軽自動車が水没した可能性があり、消
防と連携してドローンを活用した捜索活
動を実施。ドローンを飛ばして水没ポイ
ントを上空から特定し、ダイバーがドロー
ンを目印に潜水して捜索を実施。映像
は災害対策本部にも共有され、消防
や関係機関と連携した迅速な対応に
寄与した

被害状況調査
❶（Ｒ5.8.16）

台風7号に伴う突風が原因とみられ
る建物被害があったと災害対策本
部に連絡があり、被害状況を調査。
屋根瓦が飛ばされたり、ビニール
ハウスが破損するなどの状況につ
いて上空から広範囲にわたり被害
調査を実施

被害状況調査
❷（Ｒ5.6.3） 豪雨による霞提の被害状況調査

被害状況調査
❸（Ｒ6.8）

台風10号接近に伴う災害対応
（ドローンで撮影した動画を災害対
策本部で共有し対応を判断）

津波対策
（Ｒ7.7）

ロシア・カムチャッカ半島付近を震
源とする遠地津波への対応では、津
波到達予想時間が迫り、消防隊自身
も海岸へ近づくことが困難となる
中で、ドローンを活用した監視・警
戒活動を継続的に実施した。ドロー
ンにより上空から危険区域の状況
把握と追加の避難誘導の必要性を
迅速に判断することが可能となり、
安全を確保しながら効果的な警戒
体制を維持することができた。

ドローンの活用事例（出動事例）

平常時の活用

松くい虫調査

明海臨海工業地帯の広大な公園をド
ローンのプログラミング飛行を行
い、画像を撮影することで公園緑地
課が樹木の変色から松くい虫の状況
を判断

名豊道路
「豊川為当IC」

の空撮

名豊道路（名古屋～豊橋～浜松）全
線開通プロモーション活動のため、
道路建設課から依頼があり空撮を
行った

台風15号による
大量の流木等 
漂着物調査

令和4年9月の台風15号による海岸
の流木状況について国や県から空撮
依頼があり、太平洋側に漂着した流
木状況を空撮し県へ提供

夜間合同訓練
「ドローン×消防

本部潜水隊」

夜間河川検索におけるドローンの有
効性と連携方法を確認するため、夜
間合同訓練を実施した。
ドローンにより、赤外線を用いて、
夜間でも人の熱源を捉えて状況を把
握できる映像を撮ることができるこ
とを確認した

人
事
異
動
に
伴
う

人
事
異
動
に
伴
う

隊
員
の
確
保

隊
員
の
確
保

現
在
、
ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊

に
は
33
名
が
在
籍
し
て
い
る

が
、
人
事
異
動
に
よ
り
継
続

的
な
隊
員
の
確
保
が
課
題
。

各
隊
員
が
所
属
す
る
通
常
業

務
と
の
両
立
を
考
慮
し
つ

つ
、
毎
年
の
教
育
訓
練
で
現

場
対
応
力
の
強
化
が
必
要
。

技
術
革
新
や
法
規
制
の
変
化

技
術
革
新
や
法
規
制
の
変
化

に
対
応
す
る
人
材
の
育
成

に
対
応
す
る
人
材
の
育
成

防
災
Ｄ
Ｘ
を
継
続
す
る
に

は
、
技
術
革
新
や
法
改
正
に

対
応
す
る
た
め
の
人
材
育
成

や
企
業
と
の
連
携
の
強
化
が

必
要
と
な
る
。
災
害
時
に
迅

速
な
情
報
共
有
を
図
る
た

め
、
外
部
と
の
協
力
体
制
を

構
築
し
、
最
新
技
術
へ
の
追

随
と
規
制
へ
の
理
解
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ド
ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
の

ド
ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
の

機
体
更
新
ス
ピ
ー
ド

機
体
更
新
ス
ピ
ー
ド

ド
ロ
ー
ン
は
メ
ー
カ
ー
の

技
術
革
新
が
非
常
に
速
く
、

機
体
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
や

仕
様
変
更
が
短
い
周
期
で
行

わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
導
入

後
ま
も
な
く
旧
型
化
し
て
し

ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、
運
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
、
操
縦

者
の
再
教
育
、
予
備
部
品
の

確
保
な
ど
、
継
続
的
な
維
持

管
理
に
追
加
の
負
担
が
生
じ

や
す
い
。

豊
橋
市
の
現
状
と
課
題

（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
対
応
課
題
）

い
場
合
の
対
応
が
課
題
。

市
民
の
安
心
・
安
全
を
最

優
先
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
主
力

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
活

用
し
、
大
規
模
震
災
か
ら
市

民
の
命
を
守
る
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。

災害対策本部からの指示
のもと、隊員の操作によ
り市庁舎屋上でドローン
をホバリング（写真上）。 
市役所から約5キロ離れた
三河湾方面の様子が鮮
明にモニターに映し出された

（写真左上、左）車が豊川橋を往来している状況を確認

ドローンから送られた三河湾の映像 1
㌔
）、
三
河
湾
方
面
（
同
約

5
㌔
）
な
ど
を
ド
ロ
ー
ン
で

撮
影
。
災
害
対
策
本
部
室
で

は
、
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
た

市
内
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

遠
方
の
状
況
を
迅
速
か
つ

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
鮮
明
に
映

し
出
す
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
優

位
性
を
確
認
し
た
。

ドローン飛行隊の実演ドローン飛行隊の実演
重要インフラを撮影重要インフラを撮影



令和 7年 12月 25日号（6）第 2322 号 全 国 市 議 会 旬 報

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
１
万
６
０
３
６
人

（
令
和
７
年
11
月
30
日
現
在
）

▽
面
積　
１
１
１
９・22
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
北
海
道
北

部
の
中
央
に
位
置
し
、
道
立

自
然
公
園
「
天
塩
岳
」
を
は

じ
め
と
す
る
山
々
や
北
海
道

第
２
の
大
河
「
天
塩
川
」
の

源
流
域
を
有
す
る
水
と
緑
豊

か
な
田
園
都
市
で
あ
る
。

屯
田
兵
の
入
植
や
御
料
地

の
貸
下
げ
な
ど
を
背
景
に
、

先
人
た
ち
の
開
拓
精
神
と
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
の
も
と
、
農
林

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展

し
て
き
た
。

平
成
17
年
９
月
に
は
、
１

市
１
町
の
合
併
に
よ
り
新
生

「
士
別
市
」
を
誕
生
さ
せ
、新

た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。

▽
市
章　
グ
リ
ー
ン
の
「
大

き
な
楕
円
」
は
大
地
を
意
味

し
、
合
併
し
た
両
市
町
を
表

現
。
ブ
ル
ー
の「
Ｓ
」は
士
別

市
の
英
頭
文
字
で
あ
り
、
天

塩
川
の
流
れ
も
表
現
し
、
赤

い
「
小
さ
な
楕
円
」
と
の
組

み
合
わ
せ
で
駆
け
る
人
も
表

し
て
お
り
、
自
然
の
中
に
溶

け
込
む
姿
を
表
現
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

15
人
（
現

在
・
男
性
12
人
、
女
性
２
人
、

欠
員
１
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
４
年
４

月
17
日
。
立
候
補
16
人
。
投

票
率
67・96
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
、
令
和

２
年
供
用
開
始
の
新
庁
舎
で

は
本
会
議
場
を
単
な
る
議
場

に
と
ど
め
ず
、
床
の
フ
ル
フ

ラ
ッ
ト
化
や
机・椅
子
の
可
動

式
、ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
を
採

用
す
る
こ
と
で
、本
会
議
以
外

の
多
様
な
形
の
会
議
に
対
応

で
き
る
多
目
的
フ
ロ
ア
と
し

議
長
の
話

議
長
の
話

多目的利用を可能とした議場
（写真提供＝士別市）

士

別

市

第16回第16回

山居忠彰議長

委
員
長
市

産
業
経
済
委
員
会

紹
介

本
市
は
、
四
季
の
変
化
が

は
っ
き
り
と
し
た
内
陸
性
気

候
で
、
夏
は
プ
ラ
ス
30
℃
を

超
え
、
冬
は
豪
雪
か
つ
マ
イ

ナ
ス
30
℃
を
下
回
る
日
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
積
雪

寒
冷
な
自
然
条
件
や
風
土
の

も
と
、
冬
季
を
中
心
に
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
の
試
験
研
究
が
数
多
く

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
36
年
か
ら
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
、
昭
和

52
年
か
ら
陸
上
競
技
の
合
宿

を
受
け
入
れ
始
め
、「
合
宿
の

里
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お

り
、
現
在
は
ス
キ
ー
や
陸
上

の
み
な
ら
ず
各
種
ス
ポ
ー
ツ

系
と
、
吹
奏
楽
や
演
劇
な
ど

の
文
科
系
を
合
わ
せ
て
、
年

間
２
万
人
も
の
合
宿
者
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

た
。市
付
属
機
関
等
の
会
議
で

年
間
30
回
程
度
の
利
用
が
あ

る
。

第
11
回
防
災
推
進
国
民
会

議
が
12
月
18
日
、
内
閣
府
講

堂
で
開
か
れ
た
。

冒
頭
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
あ
か
ま
二
郎
防
災
担
当
大

臣
は
、
昨
年
１
月
の
能
登
半

島
地
震
及
び
同
地
域
に
お
け

る
９
月
の
豪
雨
、
今
年
８
月

以
降
の
九
州
を
中
心
と
す
る

豪
雨
や
11
月
の
八
丈
島
な
ど

に
お
け
る
台
風
、
12
月
の
青

森
県
東
方
沖
の
地
震
な
ど
各

地
で
頻
発
し
て
い
る
災
害
に

つ
い
て
触
れ
、「
風
水
害
が

頻
発
化
・
激
甚
化
し
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直

下
地
震
等
の
大
規
模
災
害
の

リ
ス
ク
に
直
面
す
る
我
が
国

で
は
、
被
害
の
最
小
化
の
た

め
、
不
断
の
防
災
対
策
の
見

直
し
と
国
民
一
人
ひ
と
り
の

今
後
の
活
動
方
針
を
協
議

第
11
回
防
災
推
進
国
民
会
議

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
1

月
15
日
付
の
２
３
２
３

・
４
号
合
併
号
と
し
て

発
行
し
ま
す
。

伊い
と
う藤

隆り
ゅ
う
い
ち

一
氏
（
本
宮
市
議

会
副
議
長
）
11
月
７
日
逝
去
、

73
歳
。
葬
儀
は
11
月
11
日
に

執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長

男
の
隆
文
さ
ん
。

訃
報

国民の防災に関する意識向上に関し、広く各界各層
との情報及び意見の交換並びに、その他の必要な連
携を図り、中央防災会議と協力しつつ、国民の防災
に関する意識向上を図るため開催。経済界・労働組
合、地方六団体、教育界、学術界、メディア、医療
関係、福祉関係、消防関係、障害者団体、女性団体
等により構成。（  内閣府防災情報のページ）

◇ 防災推進国民会議 ◇

防
災
に
関
す
る
行
動
変
容
を

促
す
取
組
の
推
進
が
必
要
不

可
欠
。
我
が
国
の
防
災
力
を

更
に
高
め
て
い
く
た
め
に

も
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の

御
協
力
を
賜
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
た
。

会
合
で
は
、
防
災
推
進
国

民
会
議
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

や
防
災
推
進
国
民
会
議
の
今

後
の
活
動
方
針
を
協
議
し
た

ほ
か
、
構
成
団
体
等
の
取
組

（
①
全
国
女
性
会
館
協
議
会

②
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

第11回防災推進国民会議の様子（写真：内閣府より提供）
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